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研究成果の概要（和文）：無意味な模様・風景・物体などが異なる物に見えるパレイドリア現象として，人間が
外界を認識する際に「新たな意味」を創造する現象が報告されている．このような外界からの刺激による内的表
象の形成・投影による新たな意味の創発に関する認知・神経メカニズムとして，比喩生成を対象とし， MRI実
験・深層学習モデルを用いた計算機実験を中心とした検討を行った．さらに，コーパスに基づく比喩生成モデル
の構築により，比喩理解において指摘されている認知メカニズムと同様のメカニズムが比喩生成においても必要
とされるかについて検討した．また，他の言語表現処理への比喩生成メカニズムの応用可能性について検討し
た．

研究成果の概要（英文）：Pareidolia is the tendency for perception to impose a meaningful 
interpretation on meaningless patterns, landscapes, or objects. It is can be regarded as a 
phenomenon in which humans create “new meanings” when they recognize the external world. In order 
to elucidate the cognitive and neural mechanisms of the emergence of new meanings through the 
formation and projection of internal representations by stimuli from the outside world, the 
mechanisms of metaphor generation for abstract images were examined mainly using MRI experiment, 
computational experiment using convolutional neural network model. Furthermore, it was examined 
whether the same cognitive mechanisms that have been pointed out in metaphor comprehension are also 
required in metaphor generation based on a corpus-based metaphor generation model. Furthermore, the 
applicability of the metaphor generation mechanism was examined to other linguistic expressions 
processing.

研究分野：認知科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
画像説明課題を用いたMRI実験の結果として，抽象画像に対する字義的説明生成と比喩的説明生成における脳活
動の比較を通じ，比喩生成と意味認識の関連を示唆した．また，抽象画像に対する比喩生成に関する物体認識モ
デルを用いた計算機実験では，抽象画像に対する比喩生成における形状特徴の影響について検討した．さらに，
コーパスに基づく比喩生成モデルに基づき，比喩理解において重要な役割を果たすことが知られている概念特徴
の顕現性に関し，課題に依存するが比喩生成においても一定程度の影響を持つことが示された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
無意味な模様・風景・物体などが異なる物に見えるパレイドリア現象 (Hadjikhani et al. 2009)
として，人間が外界を認識する際に「新たな意味」を創発する現象が報告されている．この新た
な意味の創発は，外界の刺激だけではなく，人間の心理状態も影響を及ぼすことが知られており，
パレイドリア現象を活用した心理テストとしてロールシャッハ検査法が開発されている．また，
パレイドリア現象に関する MRI 実験では，抽象的な図形が人の顔に見えた際に，実際の顔を見
た場合と同様に紡錘状回顔領域の賦活が見られ (Liu et al. 2014)，新たな意味として内的表象が
形成されていることが示唆されている．すなわち，外的刺激の認識において，心理状態などの影
響を受けた内的表象が形成され，それらを外的刺激に投影することで新たな意味や解釈が生成
されていると考えられる． 
 このパレイドリア現象に見られる，外的刺激（雲の形）に対し異なる概念（人間の顔）を用い
て生成された新たな意味や解釈の言語表現として「比喩生成」があげられる．「比喩生成」では，
ある対象を表現することを目的とし，形成された内的表象を言語表現として投影する現象であ
る．  
 比喩に関する多くの先行研究は，与えられた比喩表現によりどのような内的表象が構築され
るのかという「比喩理解」に関するものであり，比喩生成に焦点を当てた研究は少ない．比喩理
解については，喩えられる語の比喩による表象変化に関わる認知メカニズムの理論モデルの提
案 (Glucksberg & Keysar 1993 他)，心理実験による表象変化の実証（楠見 1995 他），計算機
シミュレーションによる検証 (Kintsch 2000, Terai et al. 2012 他) が行われている．また，言
語的比喩（例：タバコは銃弾だ），視覚的比喩（例：ピストルの弾倉にタバコが装填されている
写真）の理解では，相互に視覚・言語に関わる脳領域の関与が見られることから，比喩理解が視
覚を含むマルチモーダルなメカニズムであることが示されている (Oja et al. 2017)． 
 一方，比喩生成に関わる研究では産出される比喩表現に対する，説明対象の違い (Williams-
Whitney et al. 1992)，男女差 (Hussey & Katz 2006)，作業記憶容量 (Chiappe & Chiappe 2007) 
等の影響が示されている．先行研究では過去の体験説明，特定のメッセージの伝達（対象となる
喩えられる語とその特徴に対する比喩生成）等を対象とした課題が用いられている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，「比喩生成」を対象とし，視覚刺激からの意味の創発と言語表現としての表出に関
わる認知・神経メカニズムを明らかにすることを目的とする．視覚刺激（抽象画像）からの比喩
生成を対象とした MRI 実験，計算機実験を行うことで，視覚・言語のマルチモーダルな意味の
創発メカニズムの解明を行う．また，コーパスに基づく比喩生成モデルの構築により，比喩理解
において指摘されている認知メカニズムと同様のメカニズムが比喩生成においても必要とされ
るかについて検討を行う．さらに，他の言語表現処理（キャッチコピー等）への比喩生成メカニ
ズムの応用可能性について検討する．  
 
３．研究の方法 
(1) 視覚刺激からの比喩生成に関する MRI実験 
実験参加者は右利きの日本語母語話者 31 名．刺激として 32 種類の抽象画像（カラー：24 枚，
白黒：8 枚）を用いた．実験は画像説明課題と事後課題からなっている．画像説明課題（図１）
では，画像を 180 秒間スクリーンに提示し，参加者自身がボタンを押すことで画像を時計・反時
計回りに 90 度ごとに画像を回転させながら、自由に口頭で提示された画像の説明を行ってもら
った．課題遂行中の被験者の発話を全て録音するとともに、脳血流を MRIを用いて測定した．画
像説明課題は８セッションからなっており，各セッションにて２枚の画像が提示された．また，
画像説明課題終了直後に，事後課題として参加者に対しインタビューを行い、課題遂行中に被験

 

図 1 画像説明課題 
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者により生成された説明が提示された画像のどの部分に対するものかについて回答してもらっ
た． 
 
(2) 視覚刺激からの比喩生成に関する計算機実験 
抽象画像における形態特徴が比喩生成に与える影響を，物体認識モデルを用いた計算機実験に
より検討した．既存の物体認識モデル（Convolutional Neural Network：AlexNet）に対し，エ
ッジ検出・ぼかし処理を行った画像データ（ILSVRC-2012）を用いた再学習を行うことにより，
事前学習済みの物体認識モデル（AlexNet），形状特徴を多くまたは少なく認識するように再学習
した物体認識モデル（エッジ特徴認知促進・抑制モデル）の 3 種類を用いた計算実験を行った．
画像説明課題で用いられた抽象画像，それらをエッジ検出・ぼかし処理を行った画像を入力とし
た３種類のモデルによるシミュレーション結果を比較し、画像説明課題において抽象画像に対
して生成された比喩として使用された概念をどの程度予測できるかについて検証を行った．  
 
(3) コーパスに基づく比喩生成モデル 
「Xは Dxにおける Y」という形式の隠喩表現を対象として，コーパスに基づく比喩生成モデルを

構築した．比喩理解において重要な役割を果たすことが知られている概念特徴の顕現性に関し，

評価表現の重みづけをおこなった TF-IDFにより顕現性の推定を行った．顕現性を考慮しないモ

デル（without salience），評価表現の重みづけ（α=0,5,α→∞）をおこなった顕現性に基づく

モデルにより，３種類の課題(item)に対して生成された比喩リスト（上位 10 個）を提示し，参

加者 14 名により比喩リストの妥当性を７段階で評定してもらった． 

 
４．研究成果 

(1) 視覚刺激からの比喩生成に関する MRI実験 
画像説明課題で生成された全ての説明に対し，評価者 2名により、全ての説明を字義通り説明ま
たは比喩を含む説明（比喩的説明）に分類した．説明発話オンセット 8 秒前から 0.8 秒前を対象
とし，説明の種類（比喩＞字義通り）と時間的変化の相互作用を検証した結果，字義通り説明と
比較し，比喩的説明生成では両側中側頭回において発話オンセットに向けて急激な賦活が見ら
れることが示されている．同様に，発話オンセットにおいても比喩的説明生成は字義通り説明生
成と比較し，両側中側頭回において強い賦活がみられた．このことは，比喩生成と意味認識の関
連を示唆している． 

 
(２) 視覚刺激からの比喩生成に関する計算機実験 
抽象画像に対する比喩認識においてはエッジ抑制モデルが最も良い結果を示した．しかし，エッ

ジ強調モデルの方がより高い認識を示す抽象画像も存在することから，比喩生成における形状

特徴の影響は対象画像に依存することが示唆された． 

 

(３) コーパスに基づく比喩生成モデル 
４種類のモデルによる比喩生成結果に

対する評定結果に対し，課題（item）と

モデルに関する２要因分散分析を実施

し，5％水準で課題の主効果と交互作用

がみられた（図 2）．課題により顕現性の

影響が異なり，特に喩えられる語に関連

する記述が少なく，特徴量が抽出できな

い場合(I2,I3)，評価表現に基づく特徴

量の顕著性を考慮したモデルが、顕現性

を考慮しないモデルよりも良い結果を

示し，課題に依存するが比喩生成におけ

る顕現性の影響を示唆した． 

 

 

 

 
図 2評定結果 
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